
古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

7月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」です 担当 青少年課
�046（253）8415 �046（259）2163
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「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪や非行の防止と犯罪者の更正

について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明る

い社会を築くことが目的です。

57回目を迎える今年の重点目標は「犯罪・非行の防止と更正の援助のため、地域

住民の理解と参加を求める」です。少年非行の現状を、子どもだけの問題としてと

らえるのではなく、大人も子どもも含めた地域社会全体へ提起された問題として受

け止め、家庭・学校・関係機関が手をつなぎ、地域が一体となって犯罪や非行のな

い明るい社会づくりに取り組んでいきましょう。

担当 福祉支援課　�046（252）7122 �046（256）3600

市内小・中学校において、今年から「レッツトライひまわり環境ISO」の取り組

みがスタートとします。

これは、市で既に認定を受け環境への負荷の

低減に取り組んでいるISO14001の考え方を基

に、学校向けに改良して導入する、いわば学校

版環境ISO。児童・生徒、教職員が一体となり、

環境に優しい活動を継続的に実践していこうと

いうものです。主な活動内容は、環境に対する

正しい知識を深める学習、環境保全のための活

動、省エネ・省資源・リサイクル活動などです。

今年度は、小学校９校、中学校２校が市教育委員会より認定され、朝会などで児

童・生徒の代表に、各校の校長から認定証が手渡されました。今後は、環境意識向

上のための具体的な活動を、児童会・生徒会が中心となり、学年・学級単位で取り

組むなど、それぞれの学校の実情に合わせて実施していきます。

「いつでも」「どこでも」「だれでも」できることを行動化し、地道に継続してい

くことが、より良い環境づくりにつながります。子どもたち自らが主体的に参加す

ることにより、環境への責任ある態度や行動が取れる豊かな心が、多くの子どもた

ちの中に育まれていくことでしょう。

担当 教育指導課　�046（252）8732 �046（252）4311
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全部公開 12件 

部分公開 21件 

非公開 ０件 

文書不存在 ０件 

請求取り下げ ３件 

計 36件 

全部開示 ８件 

部分開示 ４件 

非開示 ０件 

文書不存在 ８件 

請求取り下げ ２件 

計 22件 

市消防団消防操法大会が、今年も次の日程で開催されます。この大会
は、消防団員の士気高揚と団体活動の能力強化を図るとともに、強固な
消防精神の養成と消防操法技術の向上を図ることを目的に、１年おきに
開かれているものです。
当日は、市内の５つの分団、

16部の消防団員が参加。小型
動力ポンプや消防ポンプ自動
車により、安全で確実な操作
でいかに早く水を出すことが
できるかを競います。消防団
は、郷土愛護と奉仕の精神に
基づき、日ごろから各種の訓
練を重ねるとともに、火災予
防や広報活動を積極的に展開
し、地域防災のため重要な役
割を果たしています。皆さん
の地元消防団員の活躍を間近でご覧いただき、温かいご声援をお願いし
ます。
○と　き　７月22日（日）午前８時30分～正午（荒天の場合は、29日
（日）に順延）
○ところ　入谷小学校校庭
担当 消防総務課　�046（256）2211 �046（256）2215

市では、学校の施設整備計画を作成し、国に「安全・安心な学校づくり

交付金」を申請しました。この交付金は「義務教育諸学校等の施設費の国

庫負担等に関する法律」に基づき国が平成18年度に創設した制度で、市が

作成・提出した施設整備計画の事業に対し、耐震化補強工事は費用の２分

の１以下、その他便所などの改修工事には３分の１以下が交付されます。

今年度は、相模野小学校屋内運動場の耐震補強工事と改修工事、栗原小

学校と栗原中学校の便所改修工事を申請しました。また、18年度はこの

交付金を受け、座間小学校と西中学校の屋内運動場耐震補強工事を実施

しました。

なお、同計画と事後評価については、市役所５階教育管理課窓口で閲

覧できます。

担当 教育管理課　�046（252）8375 �046（252）4311
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火遊びをさせないために

子どもの火遊びによる火災の多くは、大人がいない時や、人目に付きにくい場所

で発生します。そのため、発見が遅れ、人命にかかわる大きな火災へとつながるの

です。子どもたちに火災の恐ろしさを理解させるよう家族で話し合うとともに、日

ごろから次の点に十分注意しましょう。

・マッチやライターは、子どもの手の届くところに置かない

・子どもだけを残して外出しない、車から離れない

・子どもが火遊びをしているのを見掛けたら、注意してやめさせる

・子どもだけでは火を使わせない

花火で遊ぶときの注意

子どもたちが大好きな「おもちゃ花火」は、身近な夏の風物詩です。しかし、お

もちゃとはいえ花火の原料は火薬です。危険性を認識し、次の点に十分注意しなが

ら遊びましょう。また、大人が積極的に参加して花火の正しい扱い方、火の後始末

を指導してあげましょう。

・注意書きや使用法をよく読み、必ず守る

・バケツに水を用意する

・花火を人や家に向けない

・燃えやすい物がある場所は避ける

・火が衣服に付かないように注意する

・風が強い時はやめる

・たくさんの花火に一度に火をつけない

・筒状の花火は途中で火が消えても筒をのぞかない

・夜遅くには、打ち上げ花火など音の大きい花火はやめる

※しけてしまった花火を処分する場合は、水で十分ぬらし小分けして燃えるごみと

して捨ててください。

担当 予防課　�046（256）2213 �046（256）2215

西中学校の認定証授与の模様



▽とき＝７月12日（木）、13日（金）午後１時15分～
２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成19年４月生まれ（対象者には個人
あてに通知します）

▽内容＝身体測定と食事・発育状態・しつけの相談▽
持ち物＝母子健康手帳▽申込方法＝直接会場へ

▽とき＝７月25日（水）午前10時～11時30分▽とこ
ろ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ方、子
どもの発達について▽対象＝おおむね生後７カ月～８
カ月児とその保護者▽持ち物＝母子健康手帳、マグカ
ップ、フォーク▽申込方法＝電話予約

広報ざま【座間市のお知らせ】No.787 平成19年（2007年）７月１日３

保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

▽とき＝７月20日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝生後４カ
月～１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝７月24日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成19年３月生まれ

市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査を実
施しています。対象者には個人通知をしますので、あ
らかじめ医療機関に電話連絡の上、母子健康手帳をお
持ちになり受診してください。

◆内科▽ところ＝指定医療機関▽対象＝平成17年12月
生まれ◆歯科▽とき＝７月11日、18日いずれも水曜日
午前９時30分～10時30分▽ところ＝市民健康センター
▽対象＝平成17年11月生まれ

▽とき＝７月25日（水）午後１時～２時受け付け（12
時30分から番号札を発行）▽ところ＝市民健康センタ

ー▽内容＝歯科健診、予防処置および育児相談など
（予防処置は希望者のみで有料）▽対象＝平成17年６
月生まれ▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ▽申込方
法＝直接会場へ（事前通知はありませんのでご注意く
ださい）

▽とき＝７月10日（火）午後１時～２時▽ところ＝市
民健康センター▽対象＝平成16年１月生まれ▽持ち
物＝母子健康手帳

▽内容＝身体測定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と
相談▽持ち物＝健康手帳▽申込方法＝直接会場へ
※１カ月以内に禁煙を始めたい方は、禁煙相談も併せ
て実施します（要電話予約）。

▽とき＝７月11日（水）午前９時30分～11時、午後１
時～２時30分受け付け▽ところ＝市民健康センター▽
対象＝職場などで受診する機会がない方（特に65歳以
上の方は年１回受診を）▽申込方法＝直接会場へ

と　き ところ 受付時間 

７月13日（金） 

７月20日（金） 

午前９時30分 
　～10時30分 

東地区文化センター 

市民健康センター 

予ＢＣＧ接種 保発達相談

保育児相談

保もぐもぐ教室

保４カ月児健康診査

保８～10カ月児健康診査

保１歳６カ月児健康診査

保３歳６カ月児健康診査

予結核検診

保健康相談

と　き ところ 受付時間 

７月17日（火） 

７月19日（木） 

午前９時30分 
　～10時30分 

市民健康センター 

東地区文化センター 

国民年金制度は、20歳以上60歳未満の全ての方
が加入する制度です。老後の老齢基礎年金のほか、
万が一のときの障害基礎年金や遺族基礎年金が受
けられます。しかし、経済的な理由などで保険料
の納付が困難な場合は、申請手続きをしていただ
くことで、保険料の納付が免除される制度があり
ます（下表参照）。

※平成19年度の保険料月額14,100円で算出
○申請要件　本人や配偶者、世帯主の前年所得が、
それぞれ一定の基準額以下であること（社会保
険事務所で審査し、結果を連絡します）

○申請方法　市役所および厚木社会保険事務所に
備え付けの申請書に必要事項を記入し、年度
（７月から翌年６月）ごとに市役所１階国保年
金課年金係に提出（郵送可）
※前年度に全額免除または若年者納付猶予が承
認され継続を希望した方は，改めて申請する必
要はありません。また、申請書の郵送を希望す
る場合は、担当にお問い合わせください。

○免除期間の受給資格　保険料が免除された期間
も、老齢基礎年金の計算の際に受給資格期間に
含まれます。また、障害基礎年金や遺族基礎年
金を受ける場合の受給資格にも含まれます。た
だし、全額免除や若年者納付猶予以外の一部納
付制度は、納付すべき保険料が未納の場合は、
一部免除が無効となり、老齢・障害・遺族の基
礎年金の受給資格期間には含まれません。必ず
保険料を納付していただく必要があります

○免除された保険料の追加納付　将来受け取る年
金額が少なくならないよう10年以内に納付する
ことができます。この場合、承認された期間が
属する年度から起算して３年度目以降に納付す
る場合は、経過した年数に応じた一定の加算額
が加わります

○問い合わせ先　年金ダイヤル�0570（05）1165
（IP電話、PHSなどからは、厚木社会保険事務
所国民年金課�046（223）9082へ）

担当 国保年金課
�046（252）7035 �046（252）7043

０円 

3,530円 

7,050円 

10,580円 

保険料の免除制度 納付保険料月額 

全額免除、若年者納付猶予＝保険料の
全額が免除 

４分の１納付＝保険料の４分の１を納
付（４分の３を免除） 

半額納付＝保険料の２分の１を納付（２
分の１を免除） 

４分の３納付＝保険料の４分の３を納
付（４分の１を免除） 

年金加入記録・納付記録のお問い合
せは、フリーダイヤル�0120（657）830
をご利用ください。ただし、時間帯に
よってはかかりにくい場合もあります
のでご了承ください。また、IP電話の
一部など電話によってはご利用できま
せんので、その際は、厚木社会保険事
務所�046（223）9082にお問い合わせく
ださい。
なお、年金請求などの相談は年金ダ

イヤル�0570（05）1165、年金受給者の
相談は�0570（07）1165（平成19年７月
17日からは、�0570（05）1165に統合さ
れます。IP電話、PHSなど、電話によ
ってはご利用できませんので、厚木社
会保険事務所年金給付課�046（223）
9083）にお問い合わせください。
担当 国保年金課

�046（252）7035 �046（252）7043

いつまでも元気で自分らしく生きていくために、心身の
衰えを予防・回復しようというのが「介護予防」です。そ
れには何が必要かをまず学び、その成果をご家族やご近所
に広めるボランティアとして活動していただけるよう、下
表の日程で介護予防ボランティア育成講座（初級コース）
を開催します。多数の方の参加をお待ちしております。
※希望者は、市の介護予防事業等を見学することができます。

○対象者　全４回受講可能な方で、終了後介護予防ボラン
ティアとして登録し、市の事業などに協力できる市内在
住・在勤者

○費　用　500円程度 (調理実習費)
○定　員　30人（多数抽選）
○申込方法　７月20日（金）までに直接担当へ電話または
ファクス（住所、氏名、電話番号を記載）で

担当 長寿介護課　�046（252）7084 �046（252）8238

と　き ところ 内　容 

８月７日（火） 
午後１時３０分～５時 

８月１６日（木） 
午前９時～午後１時 

８月２０日（月） 
午後１時３０分～５時 

８月２７日（月） 
午後１時３０分～４時３０分 

総合福祉センター 
（サニープレイス座間） 
 
市民健康センター 
 
総合福祉センター 
（サニープレイス座間） 
 
市民健康センター 

介護予防って何？ 
歯磨きだけじゃない！口腔ケア 

高齢者こそ低栄養予防を意識する 
（講義と調理実習） 
 
動くことが老化を防ぐほか 
 
転ばぬ先の杖 
地域におけるボランティア活動 

こう  くう 

つえ 

保２歳児歯科健康診査



特 別 会 計 お よ び 企 業 会 計市 の 財 産 と 負 債 （ 一 般 会 計 ）

一 般 会 計

広報ざま【座間市のお知らせ】No.787 平成19年（2007年）７月１日４広報ざま【座間市のお知らせ】No.787 平成19年（2007年）７月１日５

一
般
会
計
は
、
地
方
公
共
団
体
の

行
政
運
営
の
た
め
の
基
本
的
な
経
費

を
計
上
し
た
会
計
で
す
。
そ
の
予
算

額
は
、
表
１
・
２
の
と
お
り
、
平
成

十
八
年
九
月
末
現
在
の
三
百
十
一
億

八
千
百
一
万
五
千
円
に
、
四
回
の
補

正
額
十
一
億
二
千
七
百
十
九
万
円
を

加
え
、
総
額
三
百
二
十
三
億
八
百
二

十
万
五
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

三
月
末
ま
で
の
歳
入
の
状
況
は
、

グ
ラ
フ
１
の
と
お
り
で
す
。
そ
の
合

計
で
は
、
三
百
億
一
千
六
百
六
十
七

万
千
二
百
四
十
五
円
が
収
入
済
み

で
、
収
入
率
九
二
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

で
し
た
。
三
月
末
ま
で
の
歳
出
の
状

況
は
、
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
で
す
。

そ
の
合
計
で
は
、
二
百
八
十
九
億
九

千
六
百
五
十
六
万
七
千
九
百
八
十
四

円
を
支
出
し
、
執
行
率
八
九
・
七
パ

ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

特
別
会
計
は
、
特
定
の
事
業
を
実

施
す
る
た
め
に
、
特
定
の
収
入
と
支

出
を
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す

る
会
計
で
す
。
本
市
で
は
、
国
民
健

康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
、
公
共
下

水
道
事
業
、
介
護
保
険
事
業
の
四
つ

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
歳
入
・
歳
出
の
状
況
は
、
表
３

の
と
お
り
で
す
。

企
業
会
計
は
、
一
般
的
に
は
株
式

会
社
な
ど
の
民
間
企
業
に
お
け
る
会

計
の
総
称
で
す
が
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
上
で
は
地
方
公
営
企
業
法

の
適
用
を
受
け
る
公
営
企
業
の
会
計

の
こ
と
で
す
。
本
市
で
は
水
道
事
業

市
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
広

く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
十
八
年
度
下
半
期
（
平
成
十
八

年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

担
当

財
政
課
�
０
４
６（
２
５
２
）８
４
０
４
　
�
０
４
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２
５
５
）３
５
５
０

（表１）歳入予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
市 税  
地 方 譲 与 税  
利 子 割交付金  
配 当 割交付金  
株式等譲渡所得割交付金 
地方消費税交付金 
自動車取得税交付金 
 
地方特例交付金 
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
市 債  
合 計  

国有提供施設等所在  
市町村助成交付金等  

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
17,192,621 
1,267,000 
88,800 
35,000 
32,000 

1,031,000 
326,000 
211,046 
554,300 
426,754 
25,366 
387,726 
375,907 

2,904,455 
1,342,960 
12,012 
4,763 

1,771,122 
605,000 
483,003 

2,104,180 
31,181,015

0 
△ 10,477 
△ 31,903 

35,503 
37,603 
41,798 

△ 10,895 
11,605 

△ 38,477 
35,638 

0 
0 

2,830 
24,146 
14,716 
43,582 
1,585 

△ 121,605 
462,077 
△ 836 
630,300 

1,127,190

17,192,621 
1,256,523 
56,897 
70,503 
69,603 

1,072,798 
315,105 
222,651 
515,823 
462,392 
25,366 
387,726 
378,737 

2,928,601 
1,357,676 
55,594 
6,348 

1,649,517 
1,067,077 
482,167 

2,734,480 
32,308,205

（表２）歳出予算の推移 （単位：千円）
　 款 　  
議 会 費  
総 務 費  
民 生 費  
衛 生 費  
労 働 費  
農 林 水産業費  
商 工 費  
土 木 費  
消 防 費  
教 育 費  
公 債 費  
諸 支 出 金  
予 備 費  
合 計  

［グラフ１・２用語解説］ 
歳　入 
市 税  
国庫支出金 
市 債  
繰 入 金  
県支出金 
地方譲与税 
地方消費税
交 付 金  

そ の 他  

市民税や固定資産税などの市に納められた税金 
国から交付される補助金や負担金など 
公共施設の整備などをするときに借りる市の借金 
積み立てられた資金などから引き出したお金 
県から交付される補助金や負担金など 
国税として納められた後、地方公共団体に対して譲与される税金 
県に納められた地方消費税の２分の１に相当する額を、市町村の人口
および従業員数で案分して、各市町村に交付されるお金 
前年度から繰り越したお金、国や県から交付される交付金や使用料・
手数料など 

歳　出 
民 生 費  
総 務 費  
公 債 費  
土 木 費  
衛 生 費  
教 育 費  
消 防 費  
そ の 他  

高齢者や障害者への生活支援、保育所の運営など福祉のための経費 
住民登録、選挙、交通安全対策、環境対策などの経費 
市の借金の元金と利子を支払うための経費 
道路、河川、公園などの整備のための経費 
ごみ処理や市民の健康の維持・増進などに必要な事業のための経費 
小・中学校での教育、生涯学習などの経費 
消防、救急活動、防災など市民の安全を守るための経費 
市議会の運営、農業や商・工業の振興などの経費 

９月末予算額 ３月末予算額 補正額 
296,767 

4,674,079 
9,975,434 
3,371,531 
143,033 
103,416 
115,471 

3,685,053 
1,617,957 
3,028,109 
4,129,846 
14,132 
26,187 

31,181,015

△ 1,166 
1,014,990 
148,905 
△ 15,122 
△ 3,925 
△ 3,500 
△ 3,965 
18,144 
△ 9,601 
△ 86,214 
△ 3,145 
△ 3,500 
75,289 

1,127,190

295,601 
5,689,069 
10,124,339 
3,356,409 
139,108 
99,916 
111,506 

3,703,197 
1,608,356 
2,941,895 
4,126,701 
10,632 
101,476 

32,308,205

一
　
般
　
会
　
計

特
別
会
計
お
よ
び

企
業
会
計

区　分 平成１９年３月末現在 平成１８年３月末現在 増減額等 増減率（%） 

土 地  

建 物  

基 金  

有 価 証 券 等  

903,622㎡ 

252,843㎡ 

16億 270万円 

2億5,501万円 

899,438㎡ 

252,849㎡ 

16億6,886万円 

2億5,341万円 

4,148㎡ 

△ 6㎡ 

△ 6,616万円 

160万円 

0.5 

0.0 

△ 4.0 

0.6

（表５）市の財産 

区　分 平成１９年３月末現在 平成１８年３月末現在 増減額 増減率（%） 

市 債  

土地開発公社の借入金 

合 計  

291億6,422万円 

11億6,685万円 

303億3,107万円 

297億9,343万円 

11億4,343万円 

309億3,686万円 

△ 6億2,921万円 

2,342万円 

△ 6億 579万円 

△ 2.1 

2.0 

△ 2.0

（表６）市の負債 

区　　　分 支出済額 
（千円） 

収入率 
（％） 

収入済額 
（千円） 

予　算　額 
（千円） 

執行率 
（％） 

国民健康保険事業特別会計 
老 人 保 健 特 別 会 計  
公共下水道事業特別会計 
介護保険事業特別会計 

11,792,793 
5,595,642 
4,090,240 
4,060,001

10,936,868 
5,049,555 
2,981,632 
3,721,487

10,672,086 
4,927,175 
3,081,538 
3,477,653

90.5 
88.1 
75.3 
85.7

92.7 
90.2 
72.9 
91.7

（表３）特別会計の歳入・歳出の状況 （平成１９年３月３１日現在） 

区　　　分 支出済額 
（千円） 

収入率 
（％） 

収入済額 
（千円） 

予　算　額 
（千円） 

執行率 
（％） 

収益的収入 
収益的支出 
資本的収入 
資本的支出 

2,067,933 
2,033,577 
52,853 

1,158,507

1,874,018 
――― 

56,281 
――― 

――― 
1,959,364 

――― 
976,959

―― 
96.4 
―― 
84.3

90.6 
―― 

106.5 
―― 

（表４）企業会計の収入・支出の状況 （平成１９年３月３１日現在） 

水道事業会計 

0 20 40 60 80 100 120 140 160 180

0
20 40 60 80 100 120

171億9,262万1千円 
168億4,318万3千円（98.0％） 

29億2,860万1千円 
24億7,416万7千円（84.5％） 

27億3,448万円 
18億8,568万円（69.0％） 

16億4,951万7千円 
15億2,944万2千円（92.7％） 

13億5,767万6千円 
9億2,381万3千円（68.0％） 

12億5,652万3千円 
11億6,804万1千円（93.0％） 

10億7,279万8千円 
10億7,279万8千円（100％） 

41億1,598万9千円 
41億1,954万7千円（100.1％） 

（グラフ１）歳入の状況 （平成19年３月31日現在） 

101億2,433万9千円 
96億5,861万4千円（95.4％） 

56億8,906万9千円 
43億2,814万1千円（76.1％） 

41億2,670万1千円 
39億 960万3千円（94.7％） 

37億 319万7千円 
30億1,344万7千円（81.4％） 

33億5,640万9千円 
31億6,214万9千円（94.2％） 

29億4,189万5千円 
27億6,339万5千円（93.9％） 

16億 835万6千円 
15億4,251万5千円（95.9％） 

7億5,823万9千円 
6億1,870万4千円（81.6％） 

（グラフ２）歳出の状況 （平成19年３月31日現在） 
（億円） 

（億円） 

民 生 費  

総 務 費  

公 債 費  

土 木 費  

衛 生 費  

教 育 費  

消 防 費  

そ の 他  

予算額 

支出済額（執行率） 

予算額 

収入済額（収入率） 

市 税  

国庫支出金 

市 債  

繰 入 金  

県支出金 

地方譲与税 

 

そ の 他  

地方消費税 
交 付 金  

が
企
業
会
計
に
当
た
り
、
そ
の
収

入
・
支
出
の
状
況
は
表
４
の
と
お
り

で
す
。

平
成
十
九
年
三
月
末
現
在
の
市
の

財
産
は
表
５
、
市
の
負
債
は
表
６
の

と
お
り
で
す
。

な
お
、
市
債
に
は
、
国
が
行
っ
た

減
税
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
額
を
埋

め
る
た
め
の
減
税
補
て
ん
債
四
十
六

億
七
百
六
十
三
万
円
（
う
ち
借
換
分

二
十
二
億
二
千
六
百
十
四
万
円
を
含

む
）、
臨
時
税
収
補
て
ん
債
四
億
四

千
五
百
十
八
万
円
お
よ
び
地
方
交
付

税
の
振
替
額
の
う
ち
地
方
負
担
分
と

な
る
臨
時
財
政
対
策
債
七
十
八
億
四

千
六
百
七
十
七
万
円
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。 市

の
財
産
と
負
債

（
一
般
会
計
）

お
知
ら
せ
し
ま
す 

平
成
１８
年
度
下
半
期
の
財
政
状
況 

平
成
１８
年
度
下
半
期
の
財
政
状
況 

昭和56年５月31日以前に建築された（同年６月１日以降に増改築されたものを除く）木造

住宅を対象に無料耐震相談を実施します。

○と　き　７月28日(土) 午前９時30分～午後３時30分

○ところ　市公民館２階講座室

○相談員　県建築士事務所協会座間支部会員

○定　員　14人｛申込順・時間予約制（一人約45分）｝

○持ち物　確認申請などの図面(略図でも可)、建物状況が分かる写真など、申し込み後に市

から送付された書類

○申込方法　７月２日（月）から７月13日（金）までに電話で担当へ

耐震診断・耐震改修工事の費用の一部を補助します！
無料耐震相談を受けた結果、総合評点が1.0未満で、耐震診断を希望する方には、耐

震診断費用の２分の１（上限５万円）を、耐震診断の結果に基づき、改修計画書の作成

を希望する方には改修計画書作成費用の２分の１（上限５万円）を補助します。

さらに改修計画書に基づき、耐震改修工事を実施する場合には、耐震工事費用の２分

の１（上限50万円）および現場立会い費用の２分の１（上限３万円）を補助します。

※市では、建物の耐震診断について、電話や訪問などで個別の勧誘はしていません。

担当 建築・住宅課　�046（252）7396 �046（255）3550

あなたの住まいは大丈夫ですか？
第２回木造住宅無料耐震相談

分譲マンションにおける管理費滞納問題、管理規約、

委託契約見直しなどの諸問題の相談に応じる、マンシ

ョン管理無料相談を次のとおり実施します。

○と　き　７月25日(水) 午前10時～午後４時

○ところ　市役所４階第２会議室、３階第１会議室

○相談員　県マンション管理士会会員、首都圏マンシ

ョン管理士会神奈川支部会員

○対　象　市内の分譲マンション管理組合または、分

譲マンションの区分所有者の代表者

※マンションの所有者および居住者による個人の相談

は対象外です。

○定　員　10人｛申込順・時間予約制（一人約45分)｝

○持ち物　管理規約、管理委託契約書など

○申込方法　７月２日（月）から７月12日(木)までに

電話で担当へ

担当 建築・住宅課

�046（252）7396 �046（255）3550

国は、厚木飛行場を離着陸する航空機の騒

音を防止・軽減するために住宅防音工事の助

成をしていますが、平成18年１月にその対象

となる区域（第一種区域）の見直しを実施し

ました（右図参照）。

この見直しによって、「指定が解除となる区

域」や「工法が変更となる区域」に該当する

場合、経過措置の期限となる７月31日（火）

までに申し込みをしないと、従来の工事が受

けられなくなります（下記参照）。該当区域内
で工事を希望する方は、横浜防衛施設局、座

間防衛施設事務所（大和市鶴間１-13-２）、ま

たは横浜防衛施設局ホームページ（http://www

.mod.go.jp/dfab/yokohama/）にある「希

望届」に必要事項を記入し、〒231-0003横浜市

中区北仲通５-57横浜防衛施設局に郵送してく

ださい。

【住宅防音工事に関する問い合わせ先】

横浜防衛施設局事業部施設対策第二課

○防音工事について　�045（211）7138

○機能復旧工事について

�045（211）7137

なお、市では、「市民は航空機騒音に長年に

わたり悩まされ続けており、耐え難い苦痛と

苦悩を強いられている。そのため防音工事区

域の拡大を国に要望してきたが、今回の見直

しにより、対象区域が縮小されることは、こ

れまでの要望と相反するものである。航空機

騒音は今なお受忍の限度を超えている現状で、

住民感情を十分理解してほしい」と、国に対

し再三にわたり要請をしてきました。対象区

域が変更されましたが、市としては今後も引

き続き国に対し、防音工事対象区域の拡大・

補助内容の拡充を求めていきます。

担当 渉外課

�046（252）8307 �046（252）0220

①指定が解除となる区域 

市内区域図 

第Ⅱ工法 

第Ⅰ工法 

第Ⅰ工法⇒第Ⅱ工法 

概略図のため、詳細な区分線については、横浜防衛施設局にお問い合わせください。 

④助成の内容が 
変わらない区域 

③新たな施策の 
対象となった区域 

②工法が変更となる区域 

①指定が解除となる区域
①の区域は、住宅防音工事の補助対象区域の指定が解除されました。
ただし、この区域内で昭和61年９月10日までに建設された住宅に住んでいる方が、住宅防音工事・機能復旧工事

（エアコン等取り替え）を希望する場合、７月31日（火）までに「希望届」を提出すれば（当日の消印有効）、従来の
内容で助成を受けることができます。
※希望届の提出が８月１日以降の場合は、助成できません。

②工法が変更となる区域
②の区域は、住宅防音工事の工法が「第Ⅰ工法」から外壁や天井の防音化工事を含まない「第Ⅱ工法」に変更にな

りました。
ただし、この区域内で、昭和61年９月10日までに建設された住宅に住んでいる方が、住宅防音工事・機能復旧工事

（エアコン等取り替え）を希望する場合、７月31日（火）までに「希望届」を提出すれば（当日の消印有効）、従来の
「第Ⅰ工法」で助成を受けることができます。
※希望届の提出が８月１日以降の場合は、「第Ⅱ工法」での助成となります。

③新たな施策の対象となった区域
③の区域は、新たな施策（告示後住宅防音工事）の対象になりました。
この区域内で昭和61年９月11日から平成３年９月10日までに新たに建設された住宅は、新たに住宅防音工事の助成

を受けることができます。
④助成の内容が変わらない区域

④の区域は、助成内容は変わりません。この区域内で昭和61年９月10日までに建設された住宅は、これまでと同様
に住宅防音工事・機能復旧工事（エアコン等取り替え）を希望する場合、「希望届」を提出すれば、従来どおり助成を
受けることができます。

※機能復旧工事（エアコン等取り替え）の対象となるのは、①②の区域は平成９年７月31日までに、④の区域は平成７
年９月30日までに完了した住宅防音工事で設置した換気扇・冷暖房機で、現在故障しているものです。
※詳しくは、横浜防衛施設局のホームページ（http://www.mod.go.jp/dfab/yokohama/）で確認するか、横浜防衛
施設局に直接お問い合わせください。

各区域の住宅防音工事助成内容の変更点など

住宅防音工事の申請をお忘れなく!
指定解除区域・工法変更区域の締め切り迫る 

マンション管理の悩み
お聞かせください

第１回分譲マンション管理無料相談
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 
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○スローガン　「安全は　心と時間
の　ゆとりから」「交通ルールを
守って　夏を楽しく安全に」

○重点項目　「過労運転・無謀運転
の防止」「子どもと高齢者の交通
事故防止」「自転車の交通事故防
止」「飲酒運転の追放」

担当 市交通安全対策協議会
（安全対策課内）

�046（252）8158 �046（252）7773

計量法に基づき、商取引や証明に
使用する計量器の検査を実施しま
す。適正な取り引きのために、「は
かり」を使用する方は、必ず受検し
てください。学校・保育園・病院な
どの体重計も検査の対象となりま
す。
○検査時期　７月中旬以降（詳しい
日程は検査機関から通知）

○申込方法　以前に検査を受けたこ
とがない方は、電話で担当へ。
※前回検査を受けた「はかり」の
使用者の申し込みは不要です。
対象となる「はかり」の種類など

詳しくは、（社）県計量協会検査課
�045（401）2711にお問い合わせくだ
さい。
担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

都市計画案の閲覧と公聴会を開催
します。公聴会では、関係者が都市
計画案に関し意見を述べることがで
きます。
【都市計画案の閲覧】
○と　き　７月２日（月）～17日
（火）午前８時30分～午後５時15
分（土曜・日曜日、祝日を除く）

○ところ　市役所４階都市計画課窓
口

【公聴会】
○と　き　７月31日（火）午後７時
～

○ところ　市役所４階第２会議室
【公述申し出の提出期間・提出先】
○提出期間　７月２日（月）～17日
（火）（土曜・日曜日、祝日を除く）
○提出先　市役所４階都市計画課窓
口

※公述申し出がなかった場合、公聴
会は中止となります。
担当 都市計画課
�046（252）7376 �046（255）3550

○応募資格　市内在住・在勤世帯
で、世帯の月の所得額が次に該当
する世帯▽一般世帯＝20万円以下
▽障害者世帯など＝26万8,000円
以下

○応募方法　申込書に必要事項を記
入し、７月２日（月）から13日
（金）までに本人または同居の家
族が直接担当へ

※申込書と募集のしおりは、市役所
４階建築・住宅課窓口、市役所１階
市民情報コーナー、各出張所で７月
２日（月）から配布します。
担当 建築・住宅課
�046（252）7032 �046（255）3550

市教育委員会では、「座間市教育
史（年表編）」を刊行しました。市
役所１階市民情報コーナーで販売し
ています。
○販売価格　2,310円（消費税込み）
○内　容　江戸後期から昭和までの
本市の教育と出来事、国・県の教
育と出来事が年表にまとめられて
います。

担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

○と　き　７月10日（火）午前９時
30分～

○ところ　市役所５階教育委員会室
※傍聴や議題について詳しくは、担
当にご確認ください。
担当 教育管理課
�046（252）8347 �046（252）4311

▼ひばりが丘南児童館＝７日・21日
午後２時30分～３時30分▼小松原１
丁目児童遊園地＝５日・19日午前10
時30分～11時30分▼入谷小学校＝５
日午後２時50分～３時45分▼東原小
学校＝13日午後３時～３時45分▼Ｎ
ＴＴ栗原社宅＝11日・25日午前10時
30分～11時30分▼栗原小学校＝６日
午後２時45分～３時45分▼東原共同
住宅８号棟前＝12日・26日午前10時
30分～11時30分▼相模が丘４丁目多
目的広場＝13日・27日午前10時30分
～11時30分▼相模野小学校＝11日午
後２時５分～３時45分▼中原小学
校＝４日午後２時55分～３時45分
※雨天の場合は巡回を中止します。
また、学校への巡回は時間が変更に
なる場合があります
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

○と　き　７月16日（月）午後１時
～３時

○ところ　日産自動車（株）座間事
業所体育館

○内　容　アメリカ合衆国テネシー
州スマーナ市からの訪問団とドッ
ジボールを通して国際交流をする

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　50人程度（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　室内用運動靴、タオル

○申込方法　７月９日（月）までに
電話・ファクスで市国際交流協会
事務局��046（251）9000へ（電話
受付は月・水・金曜日の午前９時
から午後４時まで）

担当 渉外課
�046（252）8035 �046（252）0220

○と　き　８月８日（水）午前９時
～午後４時（小雨決行）

○集　合　午前８時50分までに市役
所玄関前

○内　容　市内を流れる目久尻川の
最上流から相模川合流点（寒川町）
までの水質変化や水辺の植物を観
察する（市のバスで移動）

○対　象　小学生以上の市内在住・
在勤者（小学３年生以下は保護者
同伴）

○定　員　25人（申込順）
○参加費　100円（保険代）
○持ち物　筆記用具、弁当、飲み物、
雨具、帽子

○申込方法　７月17日（火）から電
話（ファクス不可）で担当へ

担当 環境対策課
�046（252）8214 �046（257）7743

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
○と　き　７月18日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　７月30日（月）午後２時
～４時10分

○ところ　市役所５階第１会議室
○テーマ　「めざせ県大会連続優勝」
～昭和初年代の座間小女子バレー
ボール部の軌跡

○定　員　70人（申込順）
○受講料　無料
○申込方法　電話で担当へ
担当 教育研究所
�046（252）8460 �046（252）4311

○と　き　７月19日（木）午後７時
～９時30分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）小ホール
○内　容　会場の舞台設備を使っ
て、演劇舞台の作り方を学ぶ講座

○対　象　高校生以上
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　電話・ファクスで担当
へ（市ホームページからも申し込

み可）
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

【水泳】
○と　き　８月５日（日）午前９時
受け付け（雨天決行）

○ところ　立野台プール
○種　目

○種目制限　リレーを除き一人２種
目まで

○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市内スポーツクラブ会員

○参加費　小・中学生300円、高校
生以上500円（いずれも保険料を
含む）

○申込方法　７月24日（火）までに、
電話で�046（293）7351（福寿谷）
へ

【陸上】
○と　き　８月４日（土）、５日
（日）午前８時30分～受け付け
（小雨決行）
○ところ　大和市陸上競技場
○種目制限　リレーを除き一人２種
目まで

○対　象　市内在住・在勤・在学
者、市陸上競技協会登録者（小学
生は４年生以上で保護者同伴）

○参加費　協会登録者800円、同未
登録者1,000円、高校生500円、中
学生300円、小学生無料

○申込方法　７月20日（金）までに、
電話で�046（254）3064（佐藤）へ

担当 スポーツ課
�046（252）8177 �046（252）4311

○と　き　▽事前研修＝７月25日
（水）午後２時～４時30分▽体験
学習＝７月26日（木）から８月20
日（月）までの間で３日間▽まと
め＝８月24日（金）午後２時～４
時30分

○ところ　市内各所
※事前研修、まとめはサニープレ
イス座間（総合福祉センター）

○内　容　高齢者・障害者・保育施
設でボランティアを体験する

○対　象　全日程に参加できる市内
在住・在学の中学・高校生

○定　員　100人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　サニープレイス座間、
市公民館、北・東地区文化センタ

ー、市内中・高等学校、各コミュ
ニティセンターに備え付けの申込
書に必要事項を記入し、７月11日
（水）、12日（木）午後４時から６
時までに本人が直接担当へ

担当 市社協ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆あすなろ大学公開講座２
○と　き　７月６日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　「6000人のユダヤ人を救
った勇気の人・杉原千畝」と題し
た同大学生の研究発表

○定　員　150人（先着順）
○参加方法　当日直接同センターへ
◆わくわく科学教室
【もしも原子が見えたなら】
○と　き　７月21日（土）、22日
（日）午後１時～４時（全２回）
○内　容　実験を通して原子につい
て考える教室

○対　象　小学４年～中学３年生
【おもりのはたらき】
○と　き　７月26日（木）、27日
（金）午後１時～３時30分（全２
回）

○内　容　実験を通して重りの働き
について考える教室

○対　象　小学１年～３年生
【共通事項】
○定　員　各25人（先着順）
○参加費　300円（材料代）
○持ち物　筆記用具
◆夏休み卓球教室
○と　き　７月25日（水）午後１時
～４時

○内　容　ラケットの握り方、打ち
方からゲームまでを楽しむ

○対　象　小学１年生以上
○定　員　30人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　タオル、飲み物
※ラケットがあれば持参。

○申込方法　直接・電話・ファクス
で同センターへ

◆親子ふれあい木工教室
○と　き　７月29日（日）午前９時
～正午

○内　容　本立てなど小作品を作る
○対　象　小・中学生と保護者
○定　員　20組（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　ごみ袋、飲み物、タオル
※のこぎりと金づちがあれば持参。

○申込方法　７月22日（日）までに
直接・電話・ファクスで同センタ
ーへ

◆環境教室　地球をすくえ！
○と　き　①８月１日（水）午後１
時～３時②８月９日（木）午前10
時～正午③８月23日（木）午前10
時～正午④８月28日（火）午後５
時～８時⑤９月25日（火）午後５
時～８時⑥10月７日（日）午前８
時～午後３時⑦10月13日（土）午
前８時～午後４時（全７回）

○ところ　青少年センター、虹ケ浜
海岸、天神島など

○内　容（テーマ） ①開講式②考
えよう、ごみのこと③きれいにな
った座間市の川④今夜は月食～宇
宙を感じるⅠ⑤今夜は十五夜～宇
宙を感じるⅡ⑥海岸漂着物の収集
と観察⑦海岸の生物や植物の観

察、閉講式
○対　象　全日程に参加できる市内
在住・在学の小学４年生から18歳
までの方

○定　員　15人（多数抽選）
○参加費　500円（保険代など）
○持ち物　筆記用具など
○申込方法　７月20日（金）までに
直接・往復はがき・ファクスで同
センターへ
※直接の場合は、返信用はがきを
持参する。往復はがき・ファクス
の場合は、参加者の氏名、ふりが
な、学年（年齢）、性別、住所、
電話番号を記入し、「環境教室」
参加希望と明記する。

◆ダンス・ダンス・ダンス
○と　き　８月２日（木）、３日
（金）、８日（水）、10日（金）、17
日（金）、19日（日）午前10時～
正午（全６回）

○内　容　ダンスを基礎から学び創
作、発表する

○対　象　市内在住の小学生
○定　員　30人（多数抽選）
○参加費　無料
○持ち物　運動しやすい服・靴、タ
オル、飲み物

○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、ふりがな、学年、
住所、電話番号を記入し、「ダン
ス」参加希望と明記して、７月15
日（日）までに同センターへ

◆図書館非常勤職員
○募集人数　１人
○応募資格　30歳以上50歳以下の方
※司書資格を有する方優先。

○業務内容　図書の貸し出し、整理
など

○勤務期間　８月１日～平成20年３
月31日

○勤務日時　火曜から日曜日までの
間で３日間程度午前８時30分～午
後５時15分
※月２回程度時差勤務あり。
○賃　金　時給717円以上
○選考方法　面接
○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、７月13
日（金）までに本人が担当に持参
（月曜日を除く）
担当 図書館
�046（255）1211 �046（252）5704

◇譲ります
テント、おまる、大型シャンデリア、
座卓、洗面化粧台、南中学校制服、
スキーウェア、子ども用自転車、五
月人形、折り畳み式パイプベッド
◇希望します
子ども用食卓付きいす、ノートパソ
コン、子ども用プール、パソコン、
ビデオデッキ、ベビーチェア、ベビ
ージム、車いす、ＣＤプレイヤー

○外国電波の混信による
テレビ受信障害
毎年５月から８月ごろに、東京タ

ワーからテレビの電波を直接受信し
ている地域で、１・３チャンネルの
画面が「しま模様」になることがあ
ります（自然現象「スポラディック
Ｅ層」による受信障害）。これは特
殊な電離層が日本海上空に突発的に
発生し、普段は届くことのない外国
の電波が反射して日本に届いてしま
うからです。今のところ簡単な改善
方法はありませんが、ＵＨＦ中継局
が受信できる地域では、受信障害を
受けないＵＨＦ電波の受信をお勧め
します。詳しくは、ＮＨＫ受信相談
窓口�0570（00）3434にお問い合わせ
ください。
○おはなしサークルひろば
夏のおはなし会
▽とき＝７月７日（土）午前10時30
分～11時10分▽ところ＝図書館こど
もおはなし室▽内容＝絵本の読み聞
かせ、影絵など▽定員＝先着40人▽
参加方法＝当日直接会場へ▽問い合
わせ先＝�046（258）1640（宮田）
○離婚時の年金分割制度における
家庭裁判所の手続
平成19年４月１日から施行された

離婚時の年金分割制度（合意分割）
では、分割の割合は原則として当事
者の協議に基づく合意により定めら
れます（施行日前に離婚した方は対
象外）。しかし、合意ができない場
合には、家庭裁判所への当事者から
の申立てにより、次の手続を利用し
て、分割割合を定めることができま
す。▽手続の種類＝①「審判手続」
家事審判官が申立ての際に提出され

区　分 と　　　き と　こ　ろ 

高年齢者職業 

駐留軍離職者 

青　少　年 

教　　　　育 

子どもいじめ 
ホットライン 

法　　　　律 

交　通　事　故 
不　動　産  
（取引・契約） 

市　　　　民 

行　　　　政 
（国に対する要望） 

消　費　生　活 

行　政　書　士 
（相続・遺言） 

ひとり親家庭 

児　童　相　談 

担当　広聴相談課 �０４６（２５２）８２１８ 

�０４６（２５２）８４９０ 
（電話相談も可） 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時30分 

毎月第４木曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第３火曜日午後１時30分～４時30分 

毎月第２・第３木曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。２日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時30分～ 
９時、第２・第３水曜日午後１時30分～４時 
30分（予約制（電話可）。２日午前８時30分 
から今月分を受け付け） 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～正午と午後１時 
～３時30分 

26日 

毎月第３木曜日午前９時30分～11時30分 

毎月第３木曜日午前９時～午後３時 

毎月第３木曜日午前10時～午後３時 

毎週月曜～金曜日午前10時～午後４時 

毎週月曜・水曜・金曜日午前９時～午後０時15分と 
午後１時～５時15分 

毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

毎週月曜～金曜日午前９時30分～11時30分と午後 
１時～３時30分、土曜・日曜日と祝日午前10時～ 
午後３時（予約制（電話可）） 
毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時 

19日 

人　　　　権 

ドメスティック 
バイオレンス 

毎月第２火曜日午前９時～正午 10日 

17日 

12日 
19日 

司　法　書　士 
（登記・多重債 
務・少額訴訟） 

奇数月第３金曜日午後１時30分～４時30分 
（予約制（電話可）。２日午前８時30分から 
今月分を受け付け） 

20日 

10日 
11日 
17日 
18日 
24日 

19日 

19日 市役所４階第１会議室 

ふれあい会館２階 

市役所１階子育て支援課 

市役所１階子育て支援課 

青少年センター１階 
青少年相談室 

市役所５階教育研究所 

市役所３階相談室 

担当　市民人権課 �０４６（２５２）８０８７ 

担当　教育研究所 �０４６（２５９）２１６４ 

毎週月曜～金曜日午前８時30分～午後８時 
�０４６（２５９）２１６４ 
（電話相談のみ） 

担当　教育指導課 �０４６（２５２）８７３２ 

担当　青少年相談室 �０４６（２５６）０９０７ 

担当　子育て支援課 �０４６（２５２）７２０１ 

相談専用電話 
�０４６（２５５）０５００ 

担当　商工観光課 �０４６（２５２）７６０４ 

担当　長寿介護課 �０４６（２５２）７１２７ 

７月の相談日 

市役所３階相談室 
※法律・行政書士・司
法書士相談は、いずれ
も定員になり次第、締
め切ります。なお、多
くの方が利用できるよ
うに、司法書士相談は
一人30分以内、法律相
談は年間一人につき１
回（25分以内）とさせ
ていただきます。要点
を整理してご相談くだ
さい。 

夏の全国交通安全運動
７月11日～20日

７月に納めるのは
▽固定資産税・都市計画税（第２期）▽国民健康保険税（第２期）
※最寄りの市指定金融機関、郵便局、市役所または各出張所で納めて
ください。使用料などもお忘れなく。
※納期限を過ぎると、延滞金を納めていただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時30分から正午まで、市役所において
市税、国民健康保険税の納付窓口を開設しています（今月は７月14
日・28日）。詳しい内容は収納課�046（252）8021へ（国民健康保険税に
ついては国保年金課�046（252）7003へ）。

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

計量器（はかり）の定期検査

生産緑地地区の変更に係る
都市計画案の閲覧と公聴会

市営住宅入居待機者を募集

「座間市教育史（年表編）」を刊行

教育委員会７月定例会

移動図書館ひまわり号巡回日程

姉妹都市交流「ドッジボール大会」

障害者スポーツ教室

市総合体育大会

教育教養研修公開講座

た書類などに基づいて、年金分割の
割合について判断する手続②「調停
手続」当事者間で争いのある年金分
割の割合について、話し合いによる
解決を目指す手続③「離婚訴訟にお
ける附帯処分手続」離婚訴訟におい
て、裁判所が当事者の申立てにより、
離婚請求を認容する場合に併せて、
年金分割の割合について判断する手
続き▽申立てのために必要な書類な
ど＝申立書、手数料、郵便切手など
のほか、申立てに係る年金制度ごと
に、情報提供の手続によって社会保
険事務所などから交付された「年金
分割のための情報通知書（原本）」
▽申立て先＝原則として相手方の住
所地を受け持つ家庭裁判所▽問い合
わせ先＝横浜家庭裁判所�045（681）
4181（代）

夏休み環境教室
目久尻川の水辺観察

演劇体験講座「舞台技術を知る」

小学１・２年生 

小学３・４年生 

小学５・６年生 

中学・高校生 

一般男女 

一般男子 
（30歳以上） 

40歳以上の男子 
30歳以上の女子 

25㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、100㍍リレー 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、100㍍・200㍍個人
メドレー、200㍍リレー・メド
レーリレー※メドレーリレー
は５・６年生のみ 

50・100㍍自由形・平泳ぎ・背
泳ぎ・バタフライ、200㍍個人
メドレー、200㍍リレー・メド
レーリレー 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・ 
バタフライ、200㍍個人メドレ
ー、200㍍リレー・メドレーリ
レー※個人メドレーは一般男
女のみ 

50㍍自由形・平泳ぎ・背泳ぎ・
バタフライ 

参加者区分 競技種目 

ボランティア体験サマースクール
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